
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

小
金
井
市
薬
剤
師
会
が
要
望
し
て

き
た
在
宅
使
用
済
注
射
針
の
回
収
事

業
に
対
す
る
経
費
の
一
部
補
助
、
小

金
井
市
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
た
成

人
歯
科
健
診
の
対
象
年
齢
の
拡
大
な

ど
高
く
評
価
で
き
る
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
積
極
的
な
事
業
の
推
進

を
お
願
い
し
た
い
。
平
成
29
年
度
の

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
第
一
と
考

え
、
昨
年
度
の
よ
う
に
市
民
生
活
へ

の
重
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
な
く
、

ま
た
、
我
が
会
派
や
市
内
の
各
業
界

団
体
が
長
年
求
め
て
い
た
事
業
な
ど

多
く
あ
り
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
❶

市
民
生
活
が
大
変
な
中
、
保
育
料
な

ど
の
新
た
な
値
上
げ
を
行
う
市
民
生

活
に
冷
た
い
予
算
で
あ
る
た
め
。

小
・
中
学
生
医
療
費
の
完
全
無
料
化
、

国
保
税
の
引
下
げ
、
介
護
保
険
料
の

軽
減
拡
充
、
奨
学
金
制
度
の
拡
充
な

ど
実
現
を
求
め
る
。
❷
「
市
財
政
が

厳
し
い
」
と
市
民
に
負
担
を
押
し
付

け
る
一
方
、
再
開
発
事
業
な
ど
に
は

多
額
の
税
金
を
投
入
す
る
予
算
で
あ

る
た
め
。
❸
毎
年
10
億
円
も
の
繰
越

金
が
生
ま
れ
る
中
、
市
民
生
活
支
援

が
不
十
分
で
あ
る
た
め
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

❶
新
福
祉
会
館
建
設
に
関
す
る
明

確
な
建
設
計
画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

長
期
財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
た
こ
と
。

❷
国
や
都
が
提
案
す
る
出
産
・
子
育

て
、
空
き
家
対
策
等
の
補
助
金
を
適

切
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
施
策
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
こ
と
。
❸
認
可
保
育
所

と
認
可
外
保
育
施
設
の
格
差
是
正
が

図
ら
れ
た
こ
と
。
❹
路
面
下
空
洞
化

調
査
委
託
料
、
私
立
幼
稚
園
保
護
者

補
助
金
の
拡
充
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
対
策
等
、
市
議
会
公
明
党
の
要
望

が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成

す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

市
長
原
案
に
は
99
％
以
上
は
賛
成

だ
が
、
市
庁
舎
と
福
祉
会
館
建
設
に

関
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
非
常
に

遅
す
ぎ
、
ま
た
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

不
十
分
で
あ
る
。
そ
う
い
う
思
い
を

込
め
て
提
出
し
た
の
が
修
正
案
で
あ

る
。
稲
葉
市
政
は
土
木
費
偏
重
だ
っ

た
が
、
今
回
の
市
長
原
案
は
、
民
生

費
と
教
育
費
に
相
当
手
厚
い
予
算
措

置
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人

件
費
に
関
し
て
は
、
本
年
度
も
来
年

度
も
正
規
職
員
が
増
え
て
い
る
。
類

似
団
体
最
少
の
職
員
で
や
る
と
い
う

言
葉
に
偽
り
な
い
よ
う
行
革
に
取
り

組
む
な
ら
応
援
は
惜
し
ま
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

本
議
案
は
、
人
へ
の
投
資
が
大
幅

に
前
進
し
、
保
育
の
量
と
質
の
向
上

の
た
め
、
児
童
福
祉
費
が
前
年
度
比

７
億
円
以
上
増
額
さ
れ
、
子
育
て
環

境
日
本
一
へ
の
取
組
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
生
活
困
窮
者
支
援
、
街
路
灯

L
E
D
化
な
ど
今
ま
で
に
な
い
新
た

な
取
組
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
す
る
。

市
長
公
約
の
新
庁
舎
、
新
福
祉
会
館

に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と

も
重
要
で
、
今
後
の
検
討
は
市
民
参

加
を
得
て
、
引
き
続
き
市
民
と
議
会

と
の
対
話
を
重
視
し
て
一
刻
も
早
く

検
討
に
着
手
す
る
こ
と
を
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

本
予
算
に
は
修
正
案
が
必
要
と
い

う
立
場
で
あ
る
。
速
や
か
に
庁
内
で

庁
舎
建
設
の
素
案
を
ま
と
め
、
基
本

設
計
に
進
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

よ
う
や
く
動
き
出
し
た
が
、
今
以
上

遅
れ
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
本

予
算
に
反
対
す
る
。
保
育
関
連
経
費

は
一
過
性
の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う

国
や
都
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
民

間
委
託
・
移
譲
は
子
ど
も
の
命
に
対

す
る
責
任
と
い
う
観
点
で
質
の
議
論
、

自
治
体
の
責
任
を
検
討
す
る
べ
き
で

あ
る
。
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地

区
再
開
発
事
業
は
周
辺
へ
の
丁
寧
な

対
応
も
な
く
、
執
行
す
べ
き
で
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�
露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

第
二
庁
舎
の
年
間
賃
料
の
無
駄
を

考
え
、
新
庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
の

期
間
短
縮
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、

予
算
に
対
し
て
以
下
２
点
を
求
め
、

賛
成
と
す
る
。
❶
新
庁
舎
に
係
る
執

務
環
境
調
査
や
建
設
計
画
調
査
の
事

業
に
つ
い
て
、
進
捗
の
度
合
い
を
見

え
る
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。
❷
受
託

者
と
の
協
議
状
況
、
土
壌
の
安
全
性

や
新
福
祉
会
館
建
設
基
本
計
画
の
策

定
状
況
な
ど
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前

倒
し
を
強
く
意
識
し
、
予
算
年
度
の

途
中
で
も
、
判
断
が
可
能
と
な
っ
た

時
点
で
設
計
業
務
に
つ
い
て
の
補
正

予
算
を
措
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

こ
れ
ま
で
提
案
し
て
き
た
、
認
可

保
育
所
と
認
可
外
保
育
施
設
と
の
保

育
料
の
格
差
是
正
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
、
空
き
家
活
用
の
調
査
、
女
性
相

談
の
回
数
の
増
加
な
ど
が
入
っ
て
い

る
こ
と
は
評
価
す
る
。
し
か
し
、
新

庁
舎
と
新
福
祉
会
館
の
基
本
設
計
費

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
公
民
館

本
館
に
関
す
る
経
費
が
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第

２
地
区
の
再
開
発
補
助
金
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
就
学
援
助
の
認
定
倍

率
の
引
下
げ
、
教
育
費
の
保
護
者
負

担
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

広
報
協
議
会
で
は
、
市
議
会
だ
よ
り
の
体
裁

の
改
善
や
内
容
の
充
実
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
利
便
性
の
向
上
等
、
様
々
な
事
項
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
調
査
は
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の
中
で
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

調
査
結
果
の
う
ち
、
主
な
項
目
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
調
査
報
告
書
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
議
会

図
書
室
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

頂
戴
し
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
、
よ
り

良
い
議
会
広
報
を
行
う
た
め
に
活
用
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
調
査
期
間
】

平
成
28
年
12
月
２
日
～
12
月
28
日

【
調
査
方
法
】

郵
送
配
布
・
郵
送
回
収

【
調
査
対
象
】

　

�

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
18
歳
以
上
の
市
民
２

千
人

【
回
収
結
果
】

584
人
（
回
収
率
29
・
２
％
）

２
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
渡
辺
ふ
き
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
２
月
９
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
小
金
井
市
の
奨
学
金
の
支

給
額
を
増
額
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
議
員
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
大
学
生
等
は
月
額
２
万
円
で

定
数
10
人
、
高
校
生
等
は
月
額
１
万

２
千
円
で
定
数
50
人
と
、
月
額
と
支

給
人
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

３
月
９
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

い
ま
や
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ

っ
て
学
ぶ
機
会
を
奪
わ
れ
る
事
態
を

な
く
そ
う
と
い
う
取
組
は
、
社
会
全

体
の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

条
例
案
を
実
現
す
る
た
め
に
は
700
万

円
の
財
源
が
あ
れ
ば
可
能
。
小
金
井

市
は
こ
の
間
、
10
億
円
前
後
の
黒
字

決
算
が
続
い
て
お
り
、
０
・
７
％
を

充
て
れ
ば
実
現
で
き
る
。
西
岡
市
長

は
選
挙
公
約
で
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
を
掲
げ
て
当
選
し
て
お
り
、
経

済
的
理
由
で
進
学
を
断
念
、
あ
る
い

は
中
途
退
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
若
者

を
つ
く
ら
な
い
ま
ち
・
小
金
井
に
す

る
た
め
に
賛
成
す
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

平

成

29

年

度

一

般

会

計

予

算

奨
学
資
金
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
員
提
案
）

議会広報に関する意識調査（アンケート）を実施しました
Ｑ�　
市
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？

Ｑ�　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

Ｑ�　
市
議
会
だ
よ
り
は
現
行
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
８
ペ
ー
ジ
と
Ａ
４
版
16
ペ
ー
ジ
の
ど
ち

ら
が
良
い
と
思
い
ま
す
か
？

Ｑ�　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が

あ
る
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
知
り
た
い
情

報
は
探
し
や
す
い
で
す
か
？

調
査
方
法
及
び
回
収
結
果
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